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 2024年 12月期 第 3四半期決算 質疑応答集 

 

2024年 11月 6日に公表した当社の 2024年 12月期 第 3四半期決算に関し、当社で想定していました質問お

よび公表以降に株主様、投資家様などの方々から頂戴したお問合わせ、感想につきまして、その内容と回答

を以下の通りお知らせいたします。なお、ご理解いただきやすいよう、一部内容の加筆・修正を行っており

ます。 

 

【業績について】 

Q： 売上縮小の要因について教えてください。 

 

A：ポイント系のアフィリエイトを中心に広告関連の収益を落としていることが、売上に影響しました。一方

で、キレイパスコネクトなどの投資先行ビジネスであるストック事業の赤字幅が縮小したことなどにより、利

益が伸長したため、営業利益は上方修正しました。 

 

【事業について】 

Q： 2025年 12月期、2026年 12月期に成長ドライバーとして伸びが期待できる事業はありますか。 

 

A：堅調に推移している広告ゲーム事業では、良いアライアンス連携を見込んでいるため、ユーザー数を順調

に伸ばして引き続き成長を牽引していくことが期待できます。また、先行投資してきたストック事業の赤字幅

が縮小しているため、2026年 12月期には大きく利益貢献していく見込みです。 

 

Q： 「コエテコ Study byGMO」における競合状況について教えてください。 

 

A：現状、高校共通必修科目の「情報Ⅰ」に関する作問サービスに競合はいない認識です。単純に AIによる作
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問サービスを始めることは可能かもしれませんが、当社では特許を取得していることに加え、ハルシネーショ

ンの最小化等の高品質システムという技術優位性、および、専門の有識者に監修を依頼しているなどの知見優

位性において、周りとの差別化を作り先行できていると思います。 

 

Q： 「趣味なび」とはどのようなシナジー効果が見込めるか、具体的に教えてください。 

 

A：「コエテコカレッジ byGMO」のオンライン講座プラットフォームを趣味なびの講師向けに展開していくため、

現在、開発を進めています。オフラインがメインだった講師は、オンラインでも受講者を獲得できるほか、オ

ンラインが得意な講師の取り込みも期待できると考えています。 

 

【その他】 

Q： 株式分割は予定していますか？ 

 

A：株式分割をして投資単位を引き下げることは、流動性の向上にも有効であると考えております。東京証券

取引所が明示している、望ましい投資単位の水準を考慮し、適切なタイミングで株式分割を検討してまいりま

す。 

 

以上 


